
　2026年度　14期

「土佐日記」「蜻蛉日記」を読む

日　時：　　　　7月27日（月）　10時~11時50分　　　　　　　　　　　　　　

場　所：　　　　高槻センター街ビル

講　師：　　　　現代歌人集会理事長　  林　和清先生

テーマ：　 蜻蛉日記　1
■ 作者　藤原道綱母について

・藤原倫寧の娘

・藤原兼家の第二夫人

・「本朝三美人（日本で最も美しい女性三人）」の一人と称されるほどの美人

・「百人一首」にも選ばれた和歌の才能を持つ才女

■ 概要

平安時代の女流日記文学。

天暦8年（954）～天延2年（974）の出来事が書かれており成立は天延3年（975）前後と推定

される。上中下の3巻よりなる。

題名は日記中の文、

「なほものはかなきを思へば、あるかなきかの心ちするかげろふの日記といふべし」より。

　　夫である藤原兼家との結婚生活

　　兼家のもうひとりの妻である時姫（藤原道長の母）との競争

　　夫に次々とできる妻妾

　　唐崎祓・石山詣・長谷詣などの旅先での出来事

　　上流貴族との交際

　　母の死による孤独

　　息子藤原道綱の成長や結婚、母としての愛情

　　兼家の旧妻である源兼忠女の娘を引き取った養女の結婚話とその破談

など、華やかな貴族生活の裏にある、夫の浮気や女性の苦悩を生々しく描かれている。

■ 講義の中から『うつろひたる菊』

道綱を出産したあたりから兼家の訪問が途絶えがちに。

ある時ふと文箱を開けてみるとほかの女性への手紙を見つける。

三晩続いて姿を見せなかった兼家は来るなり、平然としばらくあなたの

気持ちを試しているうちに・・などと思わせぶりなことを言う。

二、三日後の明け方、門を開けさせないでいると例の女の所へ

行ってしまった。

このまま黙っているわけにはいかないと

なげきつつひとりぬるよのあくるまは

いかにひさしきものとかはしる
と色褪せた菊（うつろひたる菊）に手紙をさして届けた。


